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一方向凝固マイクロ引下げ結晶成長装置を試作して、超高温大気中での無冷却使用の条件に耐えうる

材料として期待されている酸化物共晶体のファイバーとバルク材を作製することを試みた。本材料は、材

料を構成する各相が微細であるほど優れた特性を示すため、凝固条件と材料の特性の関係を明らかにし

た。
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３元共晶体の直径 130μｍから 700μｍファイ

バーを作製した。３元共晶体のファイバーは図に示すような３相が３次元ネットワークを形成した共晶

体微細組織を有しており、1200℃まで強度がほとんど低下せず約1GPaの引張強度を示した。試験温度

が 1200℃を越すと強度は急激に低下した。

バルク材は、坩堝下端部に開けた数個の穴から出た溶液を合体凝固させて作製した。この方法で、中

央部、外周部ともに均質な微細組織を持つ直径５～７ｍｍのバルク材が得られた。

今後は、新たな３元共晶体材料の探索、ファイバーの複合材料化などによって、1500℃で1GPaの強

度を持つ材料の開発を行うとともに、円形ではない異形断面を持つバルク材料の作製を目標としている。
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